
４ 糖含有珪藻土を利用した土壌還元消毒の手順 
  
（１）圃場の準備   

① 残渣の持ち出し   
発病株の残さは土壌病害虫の第一次伝染源となります。その

ため，残さはなるべく根ごと抜き取って圃場外へ持ち出し，埋

却や焼却等適切に処分します。耕起しても除去できない大型の

雑草は，被覆したビニールを持ち上げて地表面との空間を広げ

てしまう可能性があるため，抜き取っておきます。   
  

② 圃場の均平化   
土壌還元消毒で高い消毒効果を得るためには，かん水した水

が土壌中に均一に行き渡ることが重要で，傾斜や高低差がある

と高くなった箇所では土壌水分が不十分となるため，消毒効果

が劣ることになります。そのため，耕起して畝を崩した後、圃

場内の高低差が少なくなるよう均平化します。特に，ハウスの

出入り口やトラクター等の農業機械が旋回する箇所では，土が

高くなりやすい傾向にあります。また，ハウスサイドは耕起し

た際に寄せられた土が盛り上がっていることが多いです。これ

らは，できるだけ土をハウスの中央側へ寄せて均平化してくだ

さい。   
  

③ 土壌の耕起と砕土   
かん水が均一に行き渡るようにするには，土壌が細かいほう

が良いため，事前に一度耕起し，なるべく細かくなるように砕

土します。乾いた圃場であれば，資材散布後に耕起するだけで

も十分ですが，土壌水分が高い，または粘土質等で土塊が大き

い圃場の場合は，事前耕起を入念に行います。   
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